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99.6％就職内定率
平成２８年度（2017年３月卒業生）の就職結果

本年も高水準で
就職が決まりました！

　２０１６年から選考解禁が前年より２ヶ月早まったことや、学生の売り手市場を背景に近年企業の
採用競争は一段と激しさを増しています。こういった中、今年の２０１７年３月卒業生は、例年どおり
高い率で就職先が決まりました。大学としては、低学年のキャリア教育を皮切りに３年生では年間３
０コマ程度の就職ガイダンスを開催。更に、３月１日の『出陣式』並びに大学主催の『合同企業説明
会』等色んなイベントを企画し、学生のモチベーションを上げるよう仕向けています。こういった積極
的な取組みが功を奏し、学生一人ひとりの就職意識が高まったものと自負しています。

1 昨年度の就職状況を振返って

　とにかく沢山の企業・施設・病院を見て回り、自分に合った（将来、退職するまでの約４０年間働け
るかどうか）業種・職種を見つけてほしいのです。それを見つけるのが就活です。ただ就活には決めら
れた時間内で行わなければならないため、就活を始める前の準備がとても大切になってきます。今
年からキャリア教育を充実させた１～２年生の「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」、並びに、単位が貰えるよう
になった３年生の「インターンシップ」に加え、単位は貰えませんが就活開始直前の３年生を対象に
した実践モードの「就職ガイダンス」で、予備知識を蓄えるとともに就業意識を高揚させ、職業観の
養成や実践力の育成に努めて下さい。また、毎週、就職課に来られているキャリアカウンセラーやハ
ローワークのジョブサポーター、加えて、就職課を上手に活用して悔いのない職場を見つけて下さ
い。全面的に応援します。

3 就職を考えるに当って学生に期待すること

前述のとおり、２０１６年（平成２８年）以降、
・広報活動開始：３年生の３月１日  ・採用選考開始：４年生の６月１日
・正式な内定日は４年生の１０月１日以降（９月３０日以前の内々定は学生を拘束しない）
という申合せになっており、次年度（２０１９年３月卒業予定（現３年生））も同様の日程に決まりました。
ここで注意を要するのは、とりまく環境が人手不足であることから選考の前倒しにつながり、この
ルールが形骸化しつつあるということです。つまり、６月からの選考試験を待たずして３～５月頃から
多くの企業・施設・病院が既に選考に入っているという実態です。ということは、６月を待つのではな
く、３月以降いつでも選考に臨めるつもりで就活に取組む必要があるのです。反面、ルールを守らな
い企業・施設・病院等は「採用のためには何でもやるという風土のある組織ではないか」また「学生を
使い捨てにする組織ではないか」といった懸念を念頭に、慎重に就職先選びを行わなければならな
いということになってきているのです。

2 採用日程の申合せ

就職課長　戸原一朗

　近年、就職に関して保証人の学生に対する接し方に少し気が
かりな場面に出くわすことがあります。保証人からは、「本人がや
りたいようにやらせたい。」「本人に全て任せている。」また、学生か
らは、「自分が好きなようにすれば良いと親から言われている。」と
放任主義的な言い方をされる保証人と学生が見受けられるので
す。最終的には、大人ですから学生本人が決断して就職先を決め
なければならないことは間違いありませんが、こういった状況は
何か簡単すぎるというか、就職先の決め方が薄弱なような気がし
ます。学生が就職先を決めるに当って如何に親が関わっていくか、
また、関わっていけるか、をもう少し考えていただきたいのです。
・どういった志望動機、経緯、根拠で決めたのか。
・保証人の職業観からみて、希望する就職先が妥当であるかどうか。
・本人の性格、能力からみてマッチする就職先か。長く勤まりそうな先か。
・将来、親と同居する可能性があるのかどうか。近くに居てほしいのかどうか。
・これ以上の選択肢はなかったのか。ネガティブな選択ではなかったか。等
　保証人として側面からチェックして頂くことはたくさんあると思います。
　ただし、チェックといっても頭ごなしに（上から目線で）言ったり、また、干渉しすぎるのは良くあり
ません。よくある例が、「知らない会社だけど大丈夫？」とか「安定した大企業の方がいいんじゃな
い？」といった一言です。学生もプライドがありますのでそこは上手に対応せざるを得ませんが、
本人の意志を尊重する中で関わっていくことが一番大切で重要なことだと思います。こうした結果
を受け、両者納得できれば全面的にバックアップしてあげて下さい。よろしくお願いします。

4 保証人の責任と関わり方について

―　保証人懇談会での講演　―
演題「保護者と築くキャリアデザイン」
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看
護
学
部
開
設
10
周
年
記
念
行
事
を
終
え
て

　
福
山
平
成
大
学
看
護
学
部
は
、平
成

18
年
文
部
科
学
省
か
ら
設
置
認
可
を
受

け
、翌
年
の
平
成
19
年
4
月
に
開
設
し
ま

し
た
。こ
の
10
年
間
に
看
護
学
部
か
ら
7

期
555
名
が
社
会
に
羽
ば
た
き
、看
護
職
と

し
て
保
健
医
療
現
場
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。ま
た
、助
産
学
専
攻
科
6
期
49

名
、大
学
院
7
期
36
名
が
修
了
し
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、開
設
10
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
、平
成
29
年
6
月
17
日
福
山
大
学
宮

地
茂
記
念
館
に
お
い
て「
看
護
学
部
開
設

10
周
年
記
念
行
事
」を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
の
は
、臨
地
実
習

先
で
あ
る
施
設
の
管
理
者
、臨
地
実
習
指

導
者
、高
等
学
校
の
学
校
長
の
ご
臨
席
を

賜
り
、大
学
の
関
係
者
、卒
業
生
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、在
校
生
も
参
加
い
た
し

ま
し
た
。記
念
行
事
の
内
容
は
、開
会
挨

拶
、学
校
法
人
福
山
大
学
清
水
厚
實
理

事
長
挨
拶
、福
山
平
成
大
学
坪
井
始
学

長
挨
拶
が
あ
り
、「
記
念
講
演
」「
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
行
い
ま
し
た
。記
念
講
演

は
日
本
私
立
看
護
系
大
学
会
長
　
井
部

俊
子
氏
に
よ
る「
私
立
看
護
系
大
学
の
責

務
」に
つ
い
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は「
看
護
職
の
人
材

育
成
」を
テ
ー
マ
に
、福
山
平
成
大
学
看

護
学
部
長
森
田
な
つ
子
が「
本
学
科
の
看

護
学
教
育
の
変
遷
と
今
後
の
展
望
」、福

山
市
民
病
院
看
護
部
長
小
坂
奈
保
子
氏

に
は「
看
護
学
教
育
に
お
け
る
実
習
施
設

と
大
学
の
連
携
」、公
益
社
団
法
人
広
島

県
看
護
協
会
前
会
長
才
野
原
照
子
氏
に

は「
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
と
看
護
職
の

人
材
育
成
」に
つ
い
て
発
言
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
の「
情
報
交
換
会
」で
は
、福
山
平

成
大
学
前
学
長 

田
口
則
良
氏
挨
拶
、前

看
護
学
部
長 
橋
本
和
子
氏
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。お
二
人
の
挨
拶
か
ら
看
護
学

部
開
設
と
発
展
に
多
大
な
情
熱
と
時
間

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。卒
業
生
を
代
表
し
て
一
期
生

の
北
村
祐
二
氏
に
は
看
護
師
と
し
て
職

場
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
や
学
生
時
代

の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。看

護
専
門
職
と
し
て
の
活
躍
、母
校
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど
の
内
容
が
教
職
員

に
と
っ
て
も
感
慨
深
く
、ひ
と
き
わ
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。卒
業
生

は
県
内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、近
況
を
聞
く

こ
と
も
で
き
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
と
の
交
流
の
中
で
、看

護
学
部
は
い
つ
も
関
係
者
、地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
痛
感

し
、感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、看
護
学
部
 

開
設
に
あ
た
り
、ま
た
こ
の
10
年
間
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
、

関
係
者
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
、今
後
も
、地
域
に
根
差
し
た
存

在
感
の
あ
る
看
護
学
部
と
し
て
、努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
支
援
下
さ
い
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
部
長

　
森
田
な
つ
子

▲学校法人福山大学理事長 清水厚實

▲広島県看護協会 前会長 才野原照子氏 ▲日本私立看護系大学 会長 井部俊子氏による講演風景
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　福祉学科の新入生は、
１泊２日の合宿オリエン
テーションとして福山ふれ
あいランドに行って来まし
た。二日間の思い出は、ど
の企画も楽しい内容ばか
りでした。この二日間は、
私にとって、新入生の緊張
や不安、大学生活のわから
ないことを取り除く機会と
なりました。学生リーダー

（３年生の先輩方）、福祉学科の先生方が丁寧に関わってくださ
り、すごく嬉しかったです。私たち新入生は、履修登録や学生生
活のアドバイスを受け、ソフトバレー、大縄跳び、BBQなどの企
画によって、仲良く交流し、楽しむことができました。特に、大学
生活の目標をグループで話し合い、一枚の紙にまとめて発表す
る機会は先輩方のサポートがあったからこそ、貴重な経験とな
りました。この二日間によって、新入生同士が仲良くなったと思
います。私も仲良くなった友達と一緒にオリエンテーションキャ
ンプの学生リーダーになり、先輩方のように後輩の皆さんに優
しい先輩になりたいです。

1年　山岡 玲奈
福祉学科　私が合宿で苦労したのは履

修登録です。高校で授業選択
の経験があったので大学の履
修登録も理解できると思って
いましたが、実際はとても難し
かったです。そこで助けて下
さったのが優しい先輩方で
す。先輩方は何の授業を選べ
ばいいのか、その授業はどん
な内容なのかを分かりやすく

教えて下さいました。
　合宿先ではコミュニケーションワークを通じて新入生同士理
解し合うことができました。加えて、お風呂が大きくみんなで入
れたことや晩御飯が豪華で会話が弾んだこともみんな仲良くな
れた要因です。休憩時間にはトランプをし、語り合い、とても楽
しかったです。
　合宿で多くの人と仲良くなれたのは収穫ですが、今回あまり
話すことができなかった人とも長い学生生活を通じて少しずつ
仲を深めていきたいです。そして友達との交流は勿論、特別奨
学生として勉学に打ち込み良い成績を収め続けることにも努力
したいと思います。

1年　内海 玲太
経営学科

　新入生合宿
オリエンテー
ションに行くま
では、正直楽し
みよりも不安の
ほうが多くあり
ました。実際に
行ってみていろ
いろな活動をし
ていく中で自然
とほかの友達と
コミュニケー
ションをとるこ
とができ初日か

ら楽しい時間となりました。自分は県外から来ていることもあ
り、全く知らない人だらけで、友達ができるのかが一番の心配で
した。しかし、みんなが明るく話しかけてくれ、とてもフレンド
リーな人たちでいっぱいですぐに友達を作ることができました。
先輩たちが披露してくれた集団行動はとても印象に残っていま
す。自分たちもいつかこんな先輩たちのようになりたいと思える
ような発表でした。この、新入生合宿オリエンテーションを通じ
て、4年間この仲間たちとやっていけるという楽しみと、大学生
活の第一歩になったような感じがしました。この4年間で、学問
だけでなく、部活動、私生活を通じて自分の将来の理想像に近
づけるような大学生活にしたいです。

健康スポーツ科学科
1年　 三浦 大貴

　私が合宿オリエンテーションで学んだことや分かったことは二つあります。
　まず、一つ目は福山平成大学での授業の取り方です。履修登録を教えてもらう際に
は、先輩方が丁寧に教えてくださり、分からないことを質問してもきちんと答えてくだ
さって、大学の授業の形態がよく分かりました。
　二つ目は私と同じように目標を持っている同級生が多くいるという事です。私は、看
護師の資格の他に保健師の資格を取りたいと考えていて、同級生に話を聞くと保健師
や養護教諭の資格を取りたいと考えている同級生が多いと分かり驚きました。同級生
のみんなも目標があって、そのために頑張ろうとしている姿に、私も目標達成のために
努力したい、頑張りたいと思いました。
　まだまだ慣れない事ばかりで不安も沢山ありますが、頼りになる先輩方や目標を持
つ同級生に感化されながら、私も大学生活を楽しく有意義なものにしたいです。

看護学科 1年　新田 由加梨

　４月に合宿オ
リエンテーショ
ンに参加しまし
た。出発前、私は
とても不安でし
た。でも、バスの
中で多くの人と
たくさん話をす
ることができ、合
宿所に着いた頃
にはすっかり仲
良くなり、不安は
いつのまにか消
えていました。

　合宿所ではフットサルなどたくさん体を動かし、最後に全員
でリレーをしました。最初は控えめだった人も、最後のリレーで
は大きな口を開けて「頑張れー！」と応援していて、１日でみんな
の絆が深まりました。
　２日目はカレーを作りました。全く火がつかずに私が困って
いると、隣で見ていた先輩が簡単に火をつけてくれて、無事にお
いしいカレーを作ることができました。
　私がこの合宿で一番印象に残ったことは、後輩が楽しめるこ
とを第一に考え、引っぱってくれた先輩達の姿です。私自身も後
輩のことを思いやれるこんな先輩になりたいと強く思った二日
でした。

こども学科
1年　谷本 達哉

新入生 合宿オリエンテーション報告 Orientation CAMP
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６
月
よ
り
、２
年
生
を
対
象
と
し
た「
基
礎

演
習
Ⅱ
」の
授
業
の
中
で
行
わ
れ
る
、「
ビ
ジ
ネ

ス
演
習
」が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の「
ビ
ジ
ネ
ス

演
習
」は
、秋
に
行
わ
れ
る「
御
幸
祭
」（
学
園

祭
）の
模
擬
店
の
運
営
を
実
際
の
店
舗
経
営
の

よ
う
に
と
ら
え
売
上
と
収
益
の
拡
大
を
目
指
す

と
い
う
体
験
型
学
習
で
、２
年
生
全
員
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
の
ゼ
ミ
が
合
同
と
な
っ
た
７
〜
８
人
の

グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
模
擬
店
を
運
営
し
ま
す
。そ

の
中
で
は
、模
擬
店
で
の
販
売
業
務
だ
け
で
は

な
く
、事
前
の
事
業
計
画
の
立
案
や
資
金
の
調
達
、終
了
後
の
決
算
報
告
に
至
る
ま
で
の
、経
営
に

ま
つ
わ
る
一
連
の
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。既
に
各
グ
ル
ー
プ
で
は
毎
週
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
、ど
の
よ
う
な
商
品
を
販
売
す
る
の
か
、資
材
を
ど
う
調
達
す
る
の
か
、損
益
分
岐
点

は
ど
う
な
る
の
か
等
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、我
々
教
員
の
指
示

を
待
た
ず
と
も
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
つ
つ
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
、学
生
た
ち

の
頼
も
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
の「
御
幸
祭
」は
１０
月
の
２１
日（
土
）、２２
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。学
生
た
ち
の
努
力
の

成
果
を
ご
確
認
い
た
だ
く
た
め
、（
合
わ
せ
て
模
擬
店
の
売
上
と
収
益
の
拡
大
に
も
ご
協
力
い
た
だ

く
た
め
）、皆
様
も
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

講
師
　
渡
邉 

正
樹

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
で
は
、中
学
校
・
高

等
学
校
教
諭（
保
健
体
育
）と
養
護
教
諭
の
免

許
が
取
得
で
き
る
。こ
れ
ま
で
の
教
員
養
成
14

年
間
で
正
式
採
用
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
は
30
名

に
な
り
、卒
業
生
が
毎
年
2
名
程
度
の
割
合
で

教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

昨
年
度
は
、現
役
合
格
者
2
名（
保
健
体
育
1

名
、養
護
1
名
）を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
学
校
・
高
等
学
校（
保
健
体
育
）養
成
で
は
、

多
数
の
実
技
科
目
を
、養
護
教
諭
で
は
救
急

法
、看
護
学
、養
護
実
習
な
ど
の
科
目
を
多
数

用
意
し
、実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。ま
た
本

学
で
は
、小
学
校
へ
の
体
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各

種
競
技
団
体
へ
の
指
導
補
助
を
推
奨
し
、よ
り

実
践
的
な
指
導
力
を
備
え
た
教
員
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、よ
り
実
践
的
な
教
員

を
養
成
す
る
た
め
に
学
科
独
自
の
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る
。教
職
に
関
す
る
専
門
的
理
解
の
勉

強
会
＝
教
師
塾
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・キ
ャ
ン
プ
や
大
成
杯（
学
科
運
動
会
）な
ど
の
運
営
に
よ

る
学
科
リ
ー
ダ
ー
学
生
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、教
員
の
姿
勢
と
授
業
の
雰
囲
気
作
り
に
つ
い
て
学
ぶ

授
業
観
察
事
業
が
あ
る
。新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
聴
く・
受
け
入
れ
る
・
気
づ
く
」の
観
点
か
ら

「
教
師
と
し
て
の
実
践
的
理
解
を
図
る
研
修
会
」を
開
催
し
、吉
本
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
の
芸
人
、タ
ケ
ト
さ
ん
を
招
聘
し
た
。学
生
は
、プ
ロ
か
ら
聴
衆
を
引
き
込
む「
話
術
」を
実
践

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
よ
う
に
、教
員
養
成
開
設
時
か
ら
の
指
導
と
、新
た
な
取
り
組
み
に
よ

る
質
の
向
上
が
教
員
採
用
を
支
え
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
続
く
多
く
の
教
員
養
成
の
学
生
が
、本
学

科
の
学
び
を
通
し
て
教
育
現
場
に
羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

講
師
　
若
井 

研
治

教員採用への実践的アプローチライブ・キャンパス事業　
Open Air “Image”

福
祉
学
科
で
は
、今
年（
2
0
1
7
年
）度
か
ら
前
期・後
期

の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
論
Ⅰ・Ⅱ
を
履
修
し
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
格
取
得
を
目
指
す

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、2
0
2
5
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
て「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
生
活
支
援
・
介
護
予

防
」の
包
括
的
な
体
制
を
整
え
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。だ
か

ら
こ
そ
、通
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
福
祉
用
具
や
住
宅
改

修
に
関
す
る
適
切
な
知
識
、相
談
技
術
を
持
つ
人
材
が
必
要
で

す
。ま
た
、福
祉
学
科
の
学
生
は
、4
年
間
の
在
学
中
に
介
護
保

険
や
障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
お
け
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
理
解

を
学
ん
で
い
ま
す
。そ
の
際
、介
護
保
険
で
は「
利
用
者
本
位
」

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」「
利
用
者
に
よ
る
選
択（
自
己
決
定
）」を

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。基
本
理
念
の
具
現
化
に
お
い

て
、福
祉
用
具
を
活
用
し
た
適
切
な
生
活
支
援
技
術
も
必
要
で

す
。

　
福
祉
用
具
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
は
、高
齢
者
の
自
立
支
援
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
す
。そ
の
為
、

介
護
保
険
で
は
、福
祉
用
具
の
貸
与
や
特
定
福
祉
用
具
購
入
費

の
支
給
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、年
々
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基
準

（
人
員
基
準
）に
お
い
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が「
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
」で
す
。

　
現
在
、学
生
は
19
名
履
修
し
、通
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
講
義
、

演
習
、試
験
）に
よ
っ
て
、福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
格
取
得

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

講
師
　
牛
田
　 

篤 

福祉用具専門相談員

　

ラ
イ
ブ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
と
は
、こ
ど
も
学
科
の
知
名
度

を
上
げ
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
訴
求
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
す
。本
事
業
は
２
年
続
け
て
お
こ
な
っ

て
き
た「
野
外
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」の
こ
と
、と
言
っ
て
お
お

よ
そ
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。よ
り
正
確
に
述
べ
ま
す
と「
ラ
イ

ブ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
」の
目
的
達
成
の
た
め
、「
野
外
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
」を
メ
イ
ン
の
方
途
と
し
て
用
い
て
い
る
、と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。タ
イ
ト
ル
は
今
年
度
か
ら「
O
p
e
n 

A
i
r 

〝
I
m
a
g
e
〞（
イ
マ
ー
ジ
ュ
）」に
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
、今
後
、よ
り
創
造
的
で
感
性
を
刺
激
す
る
内
容
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、そ
も
そ
も
何
故
こ
ど
も
学
科
が
野
外
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
選
ん
だ
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
お
話
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。本
学
科
は「
保
・
幼
・
小
」の
資
格
・
免
許
の

取
得
を
可
能
に
し
、優
れ
た
保
育
者
、教
育
者
の
輩
出
に
尽
力

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
学
科
で
す
が
、競
合
す
る
教
育
機

関
も
大
変
多
く
、近
年
県
内
外
に
お
い
て
ま
す
ま
す
厳
し
さ
は

増
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、他
の
教

育
機
関
と
の
差
別
化
を
図
り
、本
学
こ
ど
も
学
科
に
し
か
な

い
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
着

目
し
た
の
が
豊
か
な
芝
生
広
場
で
し
た
。こ
の
芝
生
広
場
を
財

産
と
考
え
、他
機
関
に
は
真
似
の
出
来
な
い
魅
力
を
放
つ
、そ

の
よ
う
な
事
業
と
し
て
ラ
イ
ブ・キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
９
月
２
日（
土
）の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日

に
あ
わ
せ
、多
く
の
来
場
者
の
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。准

教
授
　
三
藤 

恭
弘

　

看
護
学
部
で
は
定
員
80
名（
各
学
年
多

少
の
増
は
あ
り
）の
学
生
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。1
年
で
は
一
般
教
養
、専
門
基
礎
科

目
を
学
び
、2
年
生
で
は
専
門
基
礎
科

目
、基
礎
看
護
学
を
基
盤
と
し
た
専
門
科

目
、3
年
生
で
は
後
期
の
臨
地
実
習
に
向

け
て
、成
人
・
老
年
・
小
児
・
母
性
・
精
神
看

護
援
助
学
・
在
宅
看
護
援
助
論
・
公
衆
衛

生
活
動
論
な
ど
援
助
技
術
、看
護
過
程
の

演
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
地
実
習
で
活
か
せ
る
援
助
学
講
義

を
め
ざ
し
、少
人
数
制
で
の
指
導
体
制
に

上
級
生（
実
習
を
終
え
た
4
年
生
）が
活

躍
し
て
い
ま
す
。3
年
生
の
各
演
習
に
、4
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
総
合

看
護
学
演
習
の
中
で
、下
級
生
の
演
習
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

関
わ
り
、モ
デ
ル
を
示
し
、指
導
・
評
価
者
の
役
割
を
教
員
と
と
も
に
担
っ
て
い
ま

す
。先
輩
か
ら
後
輩
へ
教
え
る
屋
根
瓦
方
式（
看
護
師
教
育
や
医
学
生
等
の
教
育

で
以
前
か
ら
導
入
さ
れ
て
き
て
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
方
式
）で
の
教
育
の
中

で
、教
員
と
の
事
前
練
習
や
打
合
せ
を
行
い
、事
前
学
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

4
年
生
は「
3
年
の
時
よ
り
深
く
学
習
し
た
よ
う
に
思
う
。楽
し
い
！
勉
強
に
な

る
！
」と
、3
年
生
は「
聞
き
や
す
い
し
、先
輩
っ
て
す
ご
い
！
私
達
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
か
な
」と
次
は
自
分
達
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
覚
悟
も

湧
き
、と
て
も
興
味
深
く
取
り
組
め
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
B
L
S（
一
次
救
命
）講
習
に
も
卒
業
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
、

下
級
生
に
丁
寧
に
愛
情
を
持
っ
て
指
導
す
る
と
い
っ
た
屋
根
瓦
教
育
が
様
々
な

場
面
で
年
々
浸
透
し
て
き
て
、学
部
内
は
活
気
が
あ
ふ
れ
、人
間
形
成
、学
力
・
技

術
の
向
上
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

講
師
　
伊
東 

美
佳

こども学科 健康スポーツ科学科

少人数制、屋根瓦方式の教育実践看護学科「ビジネス演習」スタート
経営学科

福祉学科

M i y u k i  L e t t e r（4）M i y u k i  L e t t e r（5）
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M i y u k i  L e t t e r（ 6）

■ 福 山 平 成 大 学 公 開 講 座 計 画 ■平成29年度（2017年度）

■目的 ■テーマ
歴史から考える

■日時 全５回（9月14日、21日、28日、10月5日、12日）
18：30 ～ 20：00

■会場 福山平成大学　７号館大講義室
■受講対象者及び定員 一般市民　２５０名
■受講料 無料

　「将来への展望は過去を正しく理解しているかどうかによって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決まるのが常である」ライシャワー

　本講座では、「歴史から考える将来への展望」の視点から、家庭・地域・社会・世
界と関わるさまざまな問題を考え、提言します。健康スポーツ科学科の楠本教授
から「我が国のメンタルトレーニングの流れ」、こども学科の山﨑教授から「「教室
空間」と「学習スタイル」の歴史」、看護学科の佐竹講師から「子どもの夜間受診
の過去・未来」、福祉学科の大深准教授から「障害者の権利獲得に関する歴史的
変遷とその思想」、経営学科の市瀬教授から「中国出世物語ー科挙の明暗ー」を
計画しました。

我が国のメンタルトレーニングの流れ
　何事についても過去があり歴史があります。私の専門である心理学、さらにスポーツ心理学にも歴史が存在します。本講ではスポーツ心理学の一領域であるメ
ンタルトレーニングについてその歴史的経過を分かりやすく説明し、その具体的実践法についてふれます。2020年の東京オリンピックを間近に控え、我が国のメ
ンタルトレーニングの理想的な有り様について、私が長年実践してきたメンタルトレーニングの実際と重ね合わせながら話を進めたいと思います。この流れの中で
私が行ってきた｢自律訓練法｣について、その目的と効果について実験的知見を交えながら説明をしたいと思います。

楠本 恭久 教　授健康スポーツ科学科

「教室空間」と「学習スタイル」の歴史
　私たちが通過してきた学校という場は、なぜ今のようなシステム（設備、方法、制度）になったのでしょうか。本講義では、この問いにアプローチするため、教室と
いう空間（教室空間）と、そこで営まれる「教え－学び」関係を規定する「学習スタイル」に着目し、その歴史的ダイナミズムに迫りたいと思います。顧みるならば、日
本は、1872年の学制を出発点として近代的な普通義務教育制度を拡充してきました。その方法原理は、寺子屋や手習い塾が採用してきた個別学習ではなく、産
業革命を最も早期に成し遂げたイギリスの学校で考案された一斉教授方式でした。この方法は西欧型の近代学校を普及させ、立身出世を可能にしますが、やが
て注入主義的な教授法になっていきます。そのため、子どもの個性を無視しているとの批判を受けます。それは、大別して、大正デモクラシー期、第二次世界大戦
直後、そして1980年代に出現します。また、近年に至っても、アクティブラーニングなる方法への転換の必要性が学校現場に課されている状況です。本講義では、
これらの史的変遷を念頭に置き、また、「学校とは何か」という根源的な問いを意識しながら、教育の歴史の一端を紹介したいと思います。

第2回 山﨑 洋子 教　授こども学科

子どもの夜間受診の過去・未来
　我が国は、少子高齢化が進み、子どもと接した経験のないまま親になる人が増えています。
また、核家族化が進み子どもが発熱・嘔吐・下痢などでぐったりした状態になると、親の不安は極端に増強します。特に夜間では、親の不安は強くなり慌てて救急外
来に駆け込むケースが増えています。大切な子どもを不安なあまり夜間でも小児科医に診てもらいたい親の強い思いがあります。しかし、このような親の夜間受診
行動は、救急外来での重症者の手当てが遅れるなどの課題を抱えています。そこで本講では、まず、子どもを取り巻く社会的背景や政策について概観します。次に
子どもの夜間受診の現状と親の対処能力についての研究結果をお伝えし、安心して子育てができるように親に対してどのような支援が必要か皆さんと一緒に考え
てみたいと思います。

佐竹 潤子 講　師看護学科

障害者の権利獲得に関する歴史的変遷とその思想
　昨年7月に障害者施設「津久井やまゆり園」で19人の入所者の命が奪われた事件は記憶に新しく、これまで積み重ねられた多くの先人たちの努力に反
し、これまで繰り返され続けた差別という問題を再び投げかけています。戦後日本においては障害者があらゆる生活場面で排除されず、健常者と同等の権
利を獲得し、地域での共生を目標に闘いつづけた歴史があります。そこで、本講座では、あらためて先人たちの歩みと障害者のたどった苦難並びに権利獲得
の歴史と思想を見つめなおし、共生にむけたあり方について皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

第4回 大深 俊明 准教授福祉学科

中国出世物語ー科挙の明暗ー
　中国では、6世紀末から20世紀まで、約1300年間にわたって「科挙」という官吏登用試験が実施されていました。世界中で世襲による身分の継承が行わ
れていた時代に、身分を問わず、自己の能力によって出世する道があったというのは、実に画期的なことでした。ペーパーテストによって人を選抜するという
科挙の試験方法は、学校試験、入試、就職試験等の主要な形式として今日まで生き延び、中国のみならず、日本でも多くの人生を決しています。現在はペー
パー以外に多角的に人物を見ようという努力も取り入れられていますが、「科挙」の時代は、筆記試験だけが唯一の立身出世の手段でしたから、紙一枚に悲
喜こもごもの人生が託され、人は翻弄され続けました。科挙について書かれた書物は既に多くありますが、今回は、中国の文学作品を題材に、科挙に振り回さ
れた人間の悲喜劇を読んでゆきたいと思っています。そこから現代にも通じる人間のありようというものを、一緒に見て考えてゆければと思います。

第5回 市瀬 信子 教　授経営学科

平成２9年度  科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金、科学研究費補助金）採択一覧
職 名
教　授
　〃　
准教授
　〃　
教　授
教　授
教　授
講　師

氏 　 名
小 玉 一 樹
市 瀬 信 子
杉 本 浩 章
岡部真智子
山 﨑 洋 子
上 村 　 崇
若 井 和 子
佐 竹 潤 子

研 究 種 目
基盤研究（Ｃ）
基盤研究（Ｃ）
基盤研究（Ｃ）
基盤研究（Ｃ）
基盤研究（Ｃ）
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究

研 究 内 容
雇用形態の多様化が集団及び組織に及ぼす影響に関する研究
清朝康乾年間における杭州詩人集団の詩会活動と地方文献編纂に関する研究
地域包括ケア時代の看取りと専門職間協働
地域包括ケアシステム下における高齢者向け居住支援の方策
イギリス新教育における「女子・女性教育論」とジェンダーに関する思想史的研究
「偏向報道・極化」問題における実証的研究と倫理学的研究の総合的把握
ポートフォリオを活用した親子で学ぶ性教育プログラムの開発
子どもの夜間受診の現状と親の対処能力

所 属
経 営
　 〃 　
福 祉
　 〃 　
こ ど も
健康スポーツ
看 護
　 〃 　

第1回 9月14日

第2回 9月21日

第3回 9月28日

第4回 10月5日

第5回10月12日



　科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金、科学研究費補助金）採択一覧
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平成29年度 保証 人 懇 談 会の開催

　福山平成大学では、保証人の皆さまと大学との連
携を深め、学修、学生生活及び就職支援の充実を図る
ことを目的として、｢保証人懇談会｣を毎年8月下旬～9
月上旬に開催しております。 
　この｢保証人懇談会｣では、午前中に大学の近況の報
告と学生生活、就職等の全般的な説明を行い、午後か
らは、ご子女の成績票をもとに本学教員との個別懇談
を行います。
　保証人の皆さまには、ご出席下さいますようお願い
いたします。また、この機会が、出席いただいた保証人
相互の交流の場にもなれば幸いに存じます。

開催日 開催地 会場

8月20日(日)

8月20日(日)

8月20日(日)

8月20日(日)

9月  5日(火)

8月26日(土)

8月27日(日)

福岡

広島

松江

松山

沖縄

福山

福山

対象：全学部保証人懇談会開催日程

福岡ガーデンパレス
広島ガーデンパレス
サンラポーむらくも
ホテルサンルート松山
サザンプラザ海邦
福 山 平 成 大 学
福 山 平 成 大 学

地
方
会
場

本
学
会
場

■マナー向上キャンペーンを実施しました■
　学友会と学生委員会が中心となって，5月16日(火)～5月19日(金)の4日間にわたりマナー向上キャンペー
ンを実施しました。
　学生，教職員一人ひとりが，喫煙，学内美化，学内の車両乗入れ・駐輪・駐車等のマナーについて考え，意識
向上を図り，快適に過ごせるキャンパスの実現を目的としています。
　各学科の学生と学友会を合わせて17名，学生委員長を始め，学生委員の先生方が参加して，今回の重点マ
ナーを記載したポケットティシュとチラシを配り，マナー向上を呼び掛けました。
　学生の皆さんは，学内外問わずマナーを守る意識を持ちましょう。本学では，引き続き学生，教職員が一丸と
なって，これからもマナー向上キャンペーンを実施していきます。ご協力をお願いします。

参加者は朝早く2号館
ホールに集合して、
学生委員長の挨拶で
活動を開始しました。

自転車の駐輪マナーも
重点項目です。

啓発活動の様子 最終日は大学の周りを
清掃しました。

5月16(火)～19日(金)



2017/7/12現在

5/14第21回広島県学生選手権水泳競技大会 広島グリーンアリーナ

6/4第18回岡山県学生水泳選手権大会 児島地区公園水泳場

6/23～252017年度関西選手権水泳（飛込）競技大会 大阪市・大阪プール

6/24～25第52回中国四国学生水泳選手権大会
山口きらら博記念公園
水泳プール

7/15～16第72回国民体育大会水泳競技兼予選会兼
2017（平成29）年度広島県選手権水泳競技大会 ひろしんビッグウエーブ

6/30～7/3第47回関東選手権飛込競技大会 栃木県総合運動公園水泳場

水泳部
1位
1位
1位
2位
1位
2位
2位

池田 和輝  （健スポ1）
福澤 佳子  （看  護3）
福澤 佳子  （看  護3）
掛谷 優香  （看  護1）
木村 美月  （健スポ1）
掛谷 優香  （看  護1）
木村 美月  （健スポ1）

男子200ｍ背泳ぎ
女子400ｍ自由形
　　200ｍ自由形
　　200ｍ個人メドレー
　　 5 0 ｍ 背 泳ぎ

　　100ｍ背泳ぎ

11位
12位
14位
  7位

野口 基勝  （健スポ2）
太田 瑠輝  （健スポ1）
野口 基勝  （健スポ2）
柳田 双葉  （福   祉4）

男 子 高 飛 び

男 子 3 ｍ 飛 び 板
女 子 高 飛 び

9位
6位
優勝
 2位
優勝
2位

池田 和輝  （健スポ1）
池田 和輝  （健スポ1）
木村 美月  （健スポ1）
掛谷 優香  （看  護1）
木村 美月  （健スポ1）
掛谷 優香  （看  護1）

男子100ｍ背泳ぎ
男子200ｍ背泳ぎ
女子100ｍ背泳ぎ

女子200ｍ背泳ぎ

6/7～11
2017年（平成29年）度日本室内選手権飛込競技大会
翼ジャパンダイビングカップ兼
国際大会派遣代表選手選考会

東京辰巳国際水泳場

6/18～24第61回中・四国学生バドミントン選手権大会 松江市総合体育館、鹿島総合体育館
バドミントン部

2回戦敗退女子ダブルス 内田 　茜　（健スポ3）・久原 春菜　（こども2）ペア

4/8～7/162017年度広島県学生バスケットボール選手権大会 広島国際学院大学
女子バスケットボール部

4/29～5/7
5/21
6/3
6/25

リムのゴールデンウィークフェスタ
松風園祭り
認知症カフェ（ボランティア）
信菱液化ガス55周年感謝祭

リム・ふくやま（旧・ロッツ）
特別養護老人ホーム松風園
特別養護老人ホームサテライト松風園
ビッグローズ

バルーンアート
バルーンアート
ボランティアスタッフ
バルーンアート

シグマソサエティ

4/15～16

5/19～21

6/24～25　

6/30～7/2

第56回全日本競歩輪島大会

第71回中国四国学生陸上競技対校選手権大会

第71回広島県陸上競技選手権大会

第70回西日本学生陸上競技対校選手権大会

輪島文化会館周辺

屋島レグザムフィールド

コカ・コーラウエスト広島スタジアム

エディオンスタジアム広島

決勝5位
決勝8位
決勝5位
決勝5位

濱元 大弥　（健スポ3）
山下 雄大　（健スポ1）
林　 沙知　（健スポ1）
池田 未央　（健スポ1）

陸上競技部

2 0 0 ｍ

8 0 0 ｍ
1000ｍＷ

男子

女子

男子

女子

 3 位
 8 位
 4 位

 9 位
10位
 8 位
 3 位
 2 位
11位

濱元 大弥　（健スポ3）
山下 雄大　（健スポ1）
吉田 紀隆　（健スポ3）・濱元 大弥　（健スポ3）
山下 雄大　（健スポ1）・大坪 柊也　（健スポ1）
長野 拓海　（健スポ3）
川田 佳次　（健スポ2）
林　 沙知　（健スポ1）
林　 沙知　（健スポ1）
池田 未央　（健スポ1）
井上 美雅　（健スポ2）

2 0 0 ｍ
　 　 　 　
4×100ｍリレー

砲 丸 投

8 0 0 ｍ
4 0 0 ｍ H
5000ｍW
円 盤 投

男子

女子

準決勝出場

出場
出場

決勝21位

濱元 大弥　（健スポ3）
山下 雄大　（健スポ1）

池田 未央　（健スポ1）

2 0 0 ｍ

4×100mリレー
4×400ｍリレー
10000ｍW

19位 池田 未央　（健スポ1）ジュニア10 k m

4/28～5/2

第39回中国学生ソフトテニスリーグ戦大会

第61回中国学生ソフトテニス優勝大会

第19回中国学生ソフトテニスシングルス選手権大会

平成29年度西日本大学対抗ソフトテニス選手権大会
平成29年度西日本学生ソフトテニス選手権大会
平成29年度西日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

平成29年全日本大学ソフトテニス王座決定戦

キリンビバレッジ周南
総合スポーツセンター

6/6～9

7/7～10

東京体育館

長浜市民庭球場　他

ソフトテニス部
優勝（5戦5勝）
2位（5戦4勝1敗）

※平成29年全日本大学ソフトテニス王座決定戦6/6～9東京体育館）出場決定
難波 　　歩（健スポ3）・榎並 希美　（健スポ4）ペア
多胡 美有紀（経　営3）・横田 亜希　（健スポ1）
岡崎 健也　（健スポ3）
多胡 美有紀（経　営3）
足羽 明伊未（健スポ3）

男 子 団 体
女 子 団 体

ベスト4

ベスト4
優勝
ベスト4

女子ダブルス

男子シングルス
女子シングルス

ベスト16
10ペア出場
7ペア出場

女 子 団 体
男子ダブルス
女子ダブルス

5/26～29

6/28～7/1

7/2

準優勝
優勝（2年ぶり2回目）

福山平成大学A　決勝進出
福山平成大学B　準決勝敗退

第61回中国四国学生バレーボール選手権大会

2017年度　第43回西日本バレーボール大学男子選手権大会

平成29年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会広島県ラウンド

岡山大学清水記念体育館　他

ベイコム総合体育館　他

猫田記念体育館

4/15～5/7
優勝（9勝1敗） 2季連続8回目

※天皇杯中国ブロック大会出場決定

第85回中国大学バレーボールリーグ戦春季大会（１部） 岡山大学　他

男子バレーボール部

最優秀選手賞
レ シ ー ブ 賞
リ ベ ロ 賞

冨田 鷹樹　（健スポ4）
迫田 郭志　（健スポ3）
矢野 利紀哉（健スポ4）

個 人 賞

優 勝 監 督 賞
最優秀選手賞
リ ベ ロ 賞
ブ ロ ッ ク 賞

松井 弘志　（健スポ 講師）
冨田 鷹樹　（健スポ4）
矢野 利紀哉（健スポ4）
三好 佳介　（健スポ1）

個 人 賞

（既に春リーグの成績で中国ブロック出場が
  決定している為決勝なし）

男子団体 予選敗退 女子団体 予選敗退

男子

女子

今岡 真人　（健スポ4）
和田 幸久　（看　護2）
小林 拓海　（健スポ4）
山根 健汰　（こども4）
山根 大輝　（健スポ2）
福島 　和　（こども2）
藤村 繰美　（健スポ4）
坂本 喜美　（こども4）
高橋 実子　（こども2）

3回戦敗退

2回戦敗退

3回戦敗退
1回戦敗退

5/21第64回中四国学生剣道選手権大会
第49回中四国女子学生剣道選手権大会

愛媛県武道館

男子団体
女子団体

2回戦敗退
3回戦敗退5/27～28

第62回西日本学生剣道大会
第32回西日本女子学生剣道大会 福岡大学体育館

7/2第11回広島県学生剣道大会 広島大学

剣道部

男子団体
女子団体

2位
3位

軟式野球部

平成29年度 第22回中国地区大学軟式野球連盟春季リーグ戦

第40回全日本大学軟式野球選手権大会

3/16～5/27

8/20～

福富多目的グラウンド 他

長野県長野市 他

優勝（6勝1敗1分）　4季連続9回目
※第40回全日本大学軟式野球選手権大会（8/20～長野県長野市 他）出場決定

平成29年度春季中国四国学生テニス選手権大会 5/20～30 広島広域公園テニスコート 他

平成29年度広島県学生庭球選手権大会 6/17～25 広島大学第5コート　他

テニス部
安村 未来（健スポ4）・宮地 李奈（安田女子大学）ペア
安村 未来（健スポ4）

3 位
5 位

予選敗退

女子ダブルス
女子シングルス
男子シングルス

ボクシング部

第44回中国大学ボクシング選手権大会 6/2～4 広島修道大学

団体戦
フライ級
バンダム級
ライトウェルター級
最優秀選手賞

2 位
優勝
準優勝
優勝

那俄性 亮哉（健スポ2）
向井　 　司（こども4）
山本　 和弥（健スポ3）
山本　 和弥（健スポ3）

　本学のキャッ
チコピーとして使
用しております
「 H E I S E I  
CAREERⓇ」を商
標登録しました。

　また、現在テレビＣＭにて、オープンキャンパス日程等を
放映しております。
　同時製作をした６０秒の動画もホームページにて閲覧
ができますので、是非ご覧ください。

　この制度は福山市内の美術館
等の１０施設で本学の学生証を
提示すると無料で鑑賞できる制
度で、平成２８年４月より実施し
ており、今年度も継続して実施し
ております。
福山の歴史や文化に触れること
ができる良い機会ですので、積極
的に利用してください。

4/15～5/7

5/26～29
6/29～7/2

5位（2勝8敗）　※入れ替え戦結果残留決定

ベスト8
決勝トーナメント2回戦敗退

第85回中国大学バレーボールリーグ戦春季大会（１部）

第61回中国四国学生バレーボール選手権大会
2017年度　第43回西日本バレーボール大学女子選手権大会

女子バレーボール部

岡山大学　他

岡山大学清水記念体育館　他
広島県立総合体育館

ブ ロ ッ ク 賞 藤戸 叶子　（福　祉4）個 人 賞

平成29年度  サークル活動記録

M i y u k i  L e t t e r（ 8）M i y u k i  L e t t e r（9）

本学キャッチコピーの商標登
録と

Ｗｅｂ動画の配信について
キャンパス
メンバーズ制度
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TEL 084-972-5001（代表）   FAX 084-972-7771　http://www.heisei-u.ac.jp/
〒720-0001   広島県福山市御幸町上岩成正戸117-1

福山平成大学福山平成大学広報委員会（学報作成部会）編　集

福山平成大学発　行

2017年8月1日発行日

平成30年度 入学試験日程

福山山山山山山平平平平成成成成成成大大大大大大学学学

 本学では、高校生や保護者の方に、学内の施設見学
や模擬講義、実習・演習を体験してもらうために、6月
24日（土）から見学会および体験入学会を実施してい
ます。「見学会」では、全天候型陸上競技場や人工芝
サッカー場を始め、34種47台のマシーンを設置して
あるトレーニングルーム、2棟ある体育館、最新設備の
整った看護学部棟、平成27年3月に増築したこども学
科棟などの施設見学を主に行います。また「体験入学
会」では、全体会で入試日程や入試方法の説明が行わ
れた後、各学科に分かれて模擬授業ならびに模擬実
習・演習を行います。各学科での模擬実習・演習では、
本学学生も参加し、高校生にも分かり易いよう、親切
丁寧に指導していきます。なお、オープンキャンパス
は、下記の日程で実施されています。

オープンキャンパス

見学会
第2回  9月  2日（土）
第3回  3月17日（土）
体験入学会
第1回  7月23日（日）
第2回  8月19日（土）

合 格 発 表

AO入試

一般選抜試験

Ⅰ 期
Ⅱ  期
Ⅲ 期

●エントリーシートの提出

●面談結果通知

Ⅰ期
Ⅰ期

　8月  1日（火）～9月  1日（金）

　9月15日（金）

Ⅱ 期
Ⅱ 期

　10月10日（火）～11月13日（月）

　11月30日（木）

Ⅲ 期
Ⅲ 期　2月26日（月）　　

　1月  5日（金）～2月10日（土）

経営

福祉健康

必   着

必   着

必   着

試 験 日 学 部 出 願 期 間 合 格 発 表 手 続 締 切

 9月 30日（土）

 12月 16日（土）

 3月 9日（金）

 10月 5日（木）

 12月 21日（木）

 3月 15日（木）

 10月 13日（金）

 12月 27日（水）

 3月 26日（月）

 9月 22日（金）～ 9月 27日（水）

 12月 4日（月）～ 12月 12日（火）

 3月 2日（金）～ 3月 7日（水）

※備考：平成30年度 大学入試センター試験日程　1/13（土）・1/14（日）

推 薦 入 試 A 日 程
推 薦 入 試 B 日 程

前 期 入 試 A 日 程

前 期 入 試 B 日 程
後 期 入 試
センター利用入試（前期）
センター利用入試（後期）

個別学力試験は課さない

個別学力試験は課さない

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

必　　着

試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 手 続 締 切合 格 発 表

 11月 7日（火）・8日（水）

 12月 9日（土）

 1月 31日（水）・2月 1日（木）

 2月 2日（金）・2月 3日（土）

 2月 21日（水）

 3月 10日（土）

 10月 19日（木）～ 11月 1日（水）

 11月 22日（水）～ 12月 5日（火）

 1月 5日（金）～ 1月25日（木）

 2月 5日（月）～ 2月 16日（金）

 2月 27日（火）～ 3月 6日（火）

 1月 5日（金）～ 1月 25日（木）

 2月 27日（火）～ 3月 6日（火）

 11月 11日（土）

 12月 13日（水）

 2月 9日（金）

 2月24日（土）

 3月 14日（水）

 2月 9日（金）

 3月 14日（水）

 11月 20日（月）

 12月 21日（木）

 2月 17日（土）

 3月 5日（月）

 3月 26日（月）

 2月 17日（土）

 3月 26日（月）
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